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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
平均粒径約２００ミクロンの酸性白土、アルミナ、木節粘土、カオリン及び硬質ゼオライ
トとからなる混合微粒子体をスラリー状として成型、乾燥した後、原料配合比に対応して
溶融ガラス状とならないような温度において焼結し、冷却、粉砕後、分級選別して吸着量
が一定になるまで過マンガン酸カリウム溶液に浸漬し、乾燥後原料組成比に対応する温度
において焼成し、見かけ比重を０．８５～０．９０とすることを特徴とする多孔性濾過材
。
【請求項２】
乾燥した混合微粒子体を第一次焼成において９５０℃～９８０℃の温度のもとで焼結によ
り必要強度が得られ、また見かけ比重を小さくすることの実現しうることを特徴とする請
求項１記載の多孔性濾過材。
【請求項３】
原料配合段階においてシリカ（二酸化珪素）とアルミナ（酸化アルミニウム）との比が５
．６５～５．９８となることを特徴とする請求項１叉は請求項２記載の多孔性濾過材。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は上水用水又は産業用水の原水中に含まれる懸濁物質、浮遊物、重金属イオン、微
生物等を除去し、利用目的に適した水質を有する水にまで精製する濾過材の技術分野に関
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する。
【０００２】
【従来の技術】
水処理用の濾過材としては特公昭３１－８０９４号公報に示されているように酸性白土を
主原料として有機物質を加え焼成して多孔性物質を製造していたが、原料配合比と加熱炉
温度との関連を考慮することなく、専ら経験的に焼結を行っていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の方法では原料の配合比が一定しないため焼成温度の調整が困難であ
って、ロットにより原料に対する温度が高きに失するか又は低きにすぎて均質の製品を得
ることができず収率がきわめて悪かった。
【０００４】
また過マンガン酸カリウム溶液に浸漬した焼結体の処理温度が低い時は還元が不十分であ
り、また高温に失する時は酸化機能を低下させることとなり、従来法ではその温度制御が
不適切であったため濾過材の機能が低かった。
【０００５】
長時間連続して処理を行うためには、一定の時間間隔で濾過材の逆洗操作が必要となるが
、そのためには濾過材の粒径が比較的小であり、かつ粒径範囲が狭いことが必要であり、
その比重も水の比重に近接し、とくに１．０以下となることが望まれていたが、従来の濾
過材の粒径分布もやや広く、かつ比重も比較的大であった。
【０００６】
本発明は上記の欠点を除去して長時間連続して運転でき、かつ有害金属たるマンガン、鉄
分を可及的取り除きうる濾過材を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
処理水の性状に応じて原料配合比を変え、しかも各原料がほぼ均一に混合しうるような平
均粒径を約２００ミクロンに微粒子化し、原料の配合比の範囲すなわちアルミナが多きに
失するときは硬度が大きくなり、他方シリカ成分が多い場合は脆くなる傾向があるために
適切な強度を持たせるように設定し、とくに硬質ゼオライトを混入することにより多孔的
かつ軽量化することが可能となった。
【０００８】
従来１０００℃以下では焼結は不完全となっていたが、粒径の均一化及びゼオライトを用
いたことにより、原料の一次焼結にはガラス質を形成しないようにできるだけ低温度、か
つほぼ一定した温度に維持するように温度制御することにより必要強度の焼結体をうるこ
とができた。
【０００９】
焼結した粒子体を粉砕し、篩分してふるい径１．００～２．００ｍｍ好ましくは０．５０
～１．８０ｍｍの範囲の粉体を集めて３～５％の過マンガン酸カリウム溶液に浸漬し、乾
燥後焼成し、吸収率が飽和するまでこれらの操作を繰り返すことにより重金属吸着能力の
良好な濾過材をうることができた。
【００１０】
【作用】
本発明によって得られた濾過材は一般に多くもちいられている濾過材たる珪砂に比し、は
るかに表面積が大きく、かつ多孔性であり、容易に濾過層を形成し、その濾過抵抗も小さ
く、しかも硬度もかなり大きく、長時間連続運転に耐え、とくに重金属たるマンガン、鉄
等を痕跡近くまで吸着除去する作用を有する。
【００１１】
【実施例】
原料として酸性白土、アルミナ、木節粘土、カオリン及び硬質ゼオライトを混合、粉砕の
上平均粒径約２００ミクロンの微粒子状となし、水を加えてスラリー状とし、成型、自然
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乾燥した後加熱炉にいれて徐々に加熱し、９５０℃～９８０℃とし２昼夜焼結した上、徐
冷し、粉砕、篩分して０．５～１．８０ｍｍの粒子を集めて３．５％の過マンガン酸カリ
ウム溶液に浸漬し、乾燥後回転炉において約６５０℃で焼成することを繰り返すことによ
り過マンガン酸カリウムの付着を非常に強固なものとし、さらにそれを冷却し、分級して
製品とした。
【００１２】
この濾過材の第一次焼成したときの含有成分の定量分析の結果は表１に示す通りであった
。
【表１】

【００１３】
鉄分０．９ｐｐｍ、マンガン０．３ｐｐｍを含む原水を２００００ｍ3 ／日で処理して鉄
分０．０２ｐｐｍ、マンガン痕跡の結果を得た。
【００１４】
また異なる原料配合よって得られた濾過材の第一次焼成したときの含有成分の定量分析の
結果は表２に示す通りであって、性能は前記の濾過材とほぼ同様であった。
【表２】

【００１５】
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【発明の効果】
本発明に係る多孔性濾過材は上水用原水に含まれる有害イオンの１つとされているマンガ
ンの除去に卓越した効力を示すという特徴を有する。
【００１６】
水用濾過材としては最軽量のものであり、見かけ比重は０．８５～０．９０であり、濾過
抵抗がきわめて小さく、短時間に大量の水処理を可能とし、かつ逆洗時には浮上しやすく
通水抵抗が小さく、また粒子は多孔性ではあるが、硬度は高く洗浄操作による磨耗損失も
少なく長時間連続処理運転を可能ならしめる特徴を有する。
【００１７】
原料配合比とそれに対応する比較的狭い範囲の焼結温度を維持することにより製品の均質
化をもたらし、かつ収量率を著しく向上させる特徴を有する。
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